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『『『『あぁあぁあぁあぁ～～～～楽楽楽楽しいしいしいしい！！！！実実実実はははは四苦八苦四苦八苦四苦八苦四苦八苦していますしていますしていますしています』』』』    中医薬膳師コース 12期生 高橋 雅枝 

私は若い頃、パールバックの「大地」を読んで中国の人々の三世代先まで考えて行動をしているスケールの大きさに、驚き
と感心を抱いておりました。そして、中医薬膳学の人と自然等を同次元と考えているところに中国という地域・環境・季節等々
だからこそ生まれたと納得し、とても深いものを感じております。 
私は小さい頃から胃が悪く、冷え症・肩こり等々体調はいつも良くありませんでした。その為か健康にはいつも関心を持っ

ており、いろいろな本を読んでおりました。その中で薬には頼らず、添加物の少ない低農薬の食品や季節の野菜を中心に多く
の野菜料理を取り入れておりました。 

また、いろいろな人に巡り合い、心も少し強くなり心身共に元気になり、今は子供の頃の体調不良は 
なくなりましたが、まだまだ健康には関心があります。 
現在、毎回聞きなれない言葉や学説、特に劉先生の質問に四苦八苦しておりますが、楽しい仲間ができ、

毎回楽しく勉強させていただいております。 
まだまだ先は見えませんが、この薬膳を学ぶことにより私自身だけではなく、いろいろな人々にも健康

で元気で楽しく生活できるような一助に役立てられたと思っております。 
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２
日
目
午
前
、
劉
先
生
の
講
義
は
、
歴
史
上
の
不 

老
長
寿
に
ま
つ
わ
る
話
か
ら
始
ま
っ
た
。
清
の
始
皇
帝
が
東
方
に
不

老
長
の
薬
を
求
め
て
遣
わ
し
た
徐
福
の
話
（
漢
書
郊
祀
志
）
・
長
命

で
あ
っ
た
皇
帝
の
話
（
山
海
経
）・
枸
杞
の
長
寿
作
用
の
記
述
（
史 

記
？
漢
書
？
正
確
な
出
典
は
私
の
不
勉
強
の
た
め
記
載
で
き
ず
）
等

の
話
を
楽
し
く
聞
か
せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
は
「
あ
ま
り
教
科
書
を
睨

ん
で
い
る
と
疲
れ
る
か
ら
」
と
い
う
劉
先
生
の
御
配
慮
で
も
あ
る

が
、
古
典
を
追
及
し
て
根
拠
を
明
示
す
る
考
証
学
の
立
場
は
、
中
医

学
が
検
証
可
能
な
学
と
し
て
在
り
続
け
る
た
め
に
も
重
要
な
の
で

あ
ろ
う
。
中
医
学
は
あ
く
ま
で
も
科
学
で
あ
り
、
疑
似
科
学
や
宗
教

と
は
峻
別
さ
れ
る
。
上
述
の
よ
う
な
歴
史
上
の
話
か
ら
、
主
題
は
臓

象
学
説
へ
と
移
っ
た
。
五
臓
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
の

か
、
五
行
学
説
に
帰
着
さ
せ
た
解
説
が
あ
り
、
次
に
五
臓
の
各
々
に

つ
い
て
、
構
成
す
る
精
・
気
・
血
・
津
液
が
不
足
す
る
と
、
ど
の
よ

う
な
病
態
が
生
じ
る
の
か
、
主
に
虚
証
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
っ
た

（
実
用
中
医
学
）
。
老
化
防
止
に
せ
よ
、
慢
性
疲
労
に
せ
よ
、
気
・

血
・
津
液
の
不
足
、
す
な
わ
ち
虚
証
の
観
点
か
ら
正
気
を
補
う
補
法

が
重
要
で
あ
る
。
講
義
で
は
、
各
々
の
証
に
対
し
て
は
必
ず
合
致
す

る
治
法
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
治
法
で
用
い
る
中

薬
は
「
食
薬
学
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
補
気
薬
・
補
血
薬
の
現
物
を

見
さ
せ
て
頂
い
た
。
中
薬
は
実
際
に
見
て
触
れ
て
匂
い
を
か
ぎ
味
わ

う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。 

２
日
目
午
後
の
安
里
先
生
の
実
習
は
老
化
防
止
の
薬
膳
（
薬
膳
の

基
本
）
で
あ
っ
た
。
私
は
流
し
野
菜
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
代
わ
り
に
用

い
た
長
芋
の
下
ご
し
ら
え
に
再
び
挑
戦
し
た
。
２
日
間
長
芋
を
扱
っ

て
手
指
に
発
赤
腫
脹
疼
痛
掻
痒
が
出
た
が
、
こ
れ
を
見
た
先
生
か
ら

食
用
酢
を
塗
布
す
る
治
療
を
し
て
頂
い
た
。
恐
ら
く
は
肝
鬱
に
、
元

来
の
脾
虚
と
熱
証
か
ら
湿
熱
を
生
み
や
す
い
た
め
発
赤
腫
脹
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
「
食
薬
学
」
に
よ
れ
ば
、
酢
の
効
能
に
は
消
腫
軟
堅

が
あ
り
、
醋
炙
に
は
疎
肝
（
収
斂
？
）
止
痛
の
意
味
が
あ
る
。
こ
の

外
治
法
に
よ
り
発
赤
腫
脹
は
２
０
分
ほ
ど
で
収
ま
っ
た
。
中
医
学
の

有
用
な
知
恵
で
あ
る
。
初
日
の
様
に
分
担
で
作
業
し
な
が
ら
も
、
全

員
が
参
加
し
た
の
は
水
餃
子
で
、
こ
れ
は
調
理
の
素
人
に
と
っ
て
も

大
変
面
白
い
。 

皮
を
こ
ね
て
、
小
さ
な
塊
を
薄
く
広
げ
、
具
を
入
れ
て
閉
じ
る
一
連

の
作
業
が
楽
し
か
っ
た
。
自
宅
で
是
非
作
っ
て
み
た
い
も
の
で
あ

る
。 最

終
日
午
前
の
劉
先
生
の
講
義
は
臓
象
学
説
の
続
き
で
、
六
腑
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
六
腑
と
五
臓
の
関
係
に
つ
い
て
機
能
的
に
結
び 

 

つ
け
た
形
で
解
説
が
あ
り
、
次
に
、
気
と
血
の
働
き
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
（
実
用
中
医
学
）。
ま
た
便
秘
を
例
に
挙
げ
て
、
同
じ
便
秘
で
も
弁

証
が
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
弁
証
に
応
じ
て
治
法
が
異
な
る

こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
（
中
医
薬
膳
学
）。
更
に
「
食
薬
学
」
を
参
照
し
な

が
ら
、
滋
陰
薬
・
助
陽
薬
・
瀉
下
薬
・
理
気
薬
を
実
際
に
見
せ
て
頂
い
た
。 

最
終
日
午
後
の
安
里
先
生
の
実
習
は
、
便
秘
の
薬
膳
（
薬
膳
の
基
本
）

で
あ
っ
た
。
初
日
は
皆
、
若
干
遠
慮
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
最
終
日
は
参
加

者
の
意
思
疎
通
が
図
れ
た
よ
う
で
、
前
の
２
日
間
よ
り
も
一
層
連
携
作
業

が
上
手
く
い
っ
て
お
り
、
調
理
に
は
素
人
の
私
に
は
更
に
入
り
込
め
る
余

地
は
無
く
な
っ
た
。
そ
の
為
、
私
は
洗
い
物
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
。

試
食
で
は
再
び
全
員
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
中
医
学
や
中
医

薬
膳
学
と
は
異
な
る
食
事
療
法
に
触
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
ま
た
一
方
で
、

西
医
に
対
し
て
批
判
的
な
言
葉
も
聞
か
れ
た
。
し
か
し
、
同
席
し
た
劉
先

生
か
ら
は
、
食
物
の
部
分
的
な
性
質
の
み
を
取
り
扱
っ
た
食
事
療
法
に
つ

い
て
は
、
中
医
学
や
中
医
薬
膳
学
と
異
な
り
、
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
失
敗
し
た
場
合
に
生
命
に
関
わ
る
危
険
性
も
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
西
医
に
対
し
て
は
全
面
的
な
批
判
や
拒
絶
を
す
る
の

で
は
な
く
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
部
分
は
素
直
に
認
め
て
許
容
し
、
取
り

入
れ
て
い
く
ほ
う
が
良
い
と
の
御
指
導
も
あ
っ
た
。
総
じ
て
、
客
観
的
で

冷
静
な
立
場
を
取
る
よ
う
に
勧
め
る
助
言
と
受
け
止
め
た
。
西
医
に
半
ば

興
味
を
失
い
つ
つ
あ
る
私
に
と
っ
て
は
、
寄
せ
綱
と
な
っ
た
。
あ
る
い
は
、

西
医
は
面
白
く
な
い
と
口
に
す
る
私
の
迷
妄
に
対
す
る
説
諭
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。 

以
上
が
２
０
１
０
年
冬
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
概
括
で
あ
る
。
通
信
生
の

一
人
と
し
て
思
う
に
、
自
学
自
習
だ
け
で
は
、
つ
い
独
善
的
な
発
想
と
な

り
が
ち
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
偏
っ
た
見
方
を
し
が
ち
で
あ
る
。
あ
る
い

は
一
部
分
に
し
か
視
点
が
向
か
な
い
。
ま
た
何
が
基
本
的
な
概
念
な
の
か

を
見
失
い
が
ち
で
あ
る
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
良
さ
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
偏
見
を
排
し
、
中
医
学
と
中
医
薬
膳
学
を
網
羅
的
、
概
括
的
に
見

直
し
、
自
己
の
学
習
態
度
を
客
観
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
講
義

内
容
を
復
習
す
る
中
で
教
科
書
や
原
典
を
参
照
し
て
思
わ
ぬ
成
果
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
等
に
重
要
な
の
は
調
理
実
習
で
あ
る
。
食
薬

は
自
分
の
目
で
見
て
触
れ
て
匂
い
を
嗅
ぎ
味
わ
っ
て
、
五
感
を
駆
使
し
な

け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
。
実
際
に
自
分
の
手
を
動
か
し
て
作
る
立
場
に
な

ら
な
い
と
、
薬
膳
の
意
味
内
容
は
理
解
で
き
な
い
。
実
践
を
せ
ず
に
教
科

書
を
読
む
の
み
で
は
机
上
の
空
論
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
劉
先
生
の
著
書

「
実
用
中
医
学
」
と
い
う
書
名
に
は
、
こ
の
よ
う
な
含
意
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
？
参
加
す
る
前
ま
で
は
、
講
義
中
は
何
と
か
指
名
さ
れ
な
い
よ
う

に
と
祈
り
、
実
習
を
如
何
に
目
立
た
ず
に
乗
り
切
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た

消
極
的
な
私
に
と
っ
て
、
今
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
参
加
に
よ
り
、
予
想
以

上
の
大
き
な
収
穫
が
あ
っ
た
。 

 
 

御
指
導
頂
い
た
劉
海
洋
先
生
と
安
里
清
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 
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